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インターバンクの声 （2016 年 6 月 1 日） 
 

５月最終日の海外市場は、複数の金融機関から示されていた月末のドル売り需要

が意識されたためか、序盤はユーロや円がドルに対して強含む展開となった。ニュ

ーヨーク市場の朝方には、ケース・シラー住宅価格指数や消費者信頼感指数など

の指標発表が相次いだものの、指標自体の重要度がそれほど高くないことや結果も

ばらついたことで影響は少なかった。昨夜の市場が鋭く反応したのは、そうした一連

の米経済指標の結果が出揃った頃に発表された英国の欧州連合（ＥＵ）離脱の国

民投票について実施した最新の世論調査で離脱支持が優勢との結果に対してだっ

た。ユーロの対ドルでの下落は５０ポイント程度だったが、英ポンドは短時間で１００

ポイント近く下落、そこからニューヨーク市場の終盤に向けてさらに１００ポイントも下

落してしまった。つい最近までは残留支持派が優勢、少なくとも拮抗しているとの調

査結果だったはずだが、昨夜の調査結果は電話、インターネット経由の調査がとも

に３ポイントほど離脱支持が残留支持を上回った。国民投票が実施される６月２３日

まではまだ日があるが、今後の情勢次第では、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利

上げ判断にまで影響があるかも知れない。 
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